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日本救急看護学会雑誌 執筆要領および文献の記載ガイド 

 

1.執筆要領  

1)原稿は、文章、図表とも原則ワードプロセッサーで作成する。  

 

2)原稿は、A4判用紙で、1ページの設定を全角 40字×30 行とし、適度な行間と余白を設

ける。  

 

3)原稿の要旨、本文には、左の余白部分に行番号（ページごとに振り直し）を付ける。  

 

4)原稿の文字数は、図・表・写真を含め論文別に以下の通り定める。図・表・写真は原稿

に示されたものを概ね原寸大で印刷するので、鮮明に読み取れる大きさで作成すること。

また、刷り上がり 1ページは約 2,000文字であるので、本文に充てられる文字数は、規定

文字数から、図・表・写真に相当する文字数を減じた数となる。  

総  説    16,000字程度  

原  著    16,000字程度  

研究報告 16,000字程度  

実践報告 12,000字程度   

短  報  4,000〜8,000字程度 

資  料   4,000～12,000 字程度  

 

5)総説、原著、研究報告の場合には、250 words前後の英文要旨ならびに 600 字程度の和

文要旨を必要とする。実践報告、短報、資料は、600字程度の和文要旨を必要とする。  

 

6)章節等の表記は、以下の順とする。  

Ⅰ.Ⅱ.Ⅲ.  

1.2.3.  

1)2)3)  

(1)(2)(3)  

①②③  

 

7)図・表・写真について  

(1)図・表の中の数字はアラビア数字を用いる。  

(2)図・表および写真には、図１、表１、写真１などそれぞれに通し番号をつけ、日本語

でタイトルを表記する。  

(3)図・表および写真は、本文とは別のファイルに作成する。  

(4)図・表および写真は、1 枚ずつ別々の用紙に作成する。  

(5)本文右欄外に、図・表および写真、それぞれの挿入希望位置を図・表および写真の番

号とともに朱書きする。  

 

8)文中に用いる語について  

(1)略語の初出の時は、完全な用語を用い明記する。  

例）Japan Nursing for Trauma Evaluation and Care （以下、JNTECと略す）  

(2)文章は新仮名遣いを用いる。  
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(3)句読点は全角とする。  

(4)記号・英数字は半角とする。  

(5)外来語は全角カタカナとする。  

(6)人名・地名などは原則として原語を用いる。  

(7)外国人名や日本語訳が定着していない学術用語、外国語などは原則として活字体の原

綴りで記述する。  

 

9)文献の記載について  

文献は原則として原典からの引用とし、American Psychological Association；APA方式

に準じて記載する（2.文献の記載ガイド参照）。 

 

10）投稿時には投稿した研究者が特定される情報（所属や個人名、倫理審査機関、発表し

た学会等）が記載されていないか確認する。または「●●大学大学院に提出した修士論文

を加筆・修正した」「第●会●●看護学会学術集会で発表した」等のように記載する。 

 

2.文献の記載ガイド 

＊American Psychological Association（APA）投稿マニュアル第 7版に準じて記載する。 

 

＜参考＞ 

書籍：American Psychological Association. (2019). Publication Manual of the 

American Psychological Association: The Official Guide to Apa Style. 

 ISBN-13: 978-1433832161 

URL：https://apastyle.apa.org/ 

※本ガイドでは、スペースが分かりやすいように、スペースをグレー“ ”で表示していま

すが、実際の原稿には、スペースに色を付けないでください。記号はすべて半角です。 

(1)文中における文献引用の例 

単著、もしくは著者 2名の場合、毎回、著者の姓を掲載する。 

【単著の場合】 

① 著者名を（ ）で括る場合は、カッコの前に半角分のスペースをあけ、カッコ内は、著

者の姓、半角コンマ、半角スペース、出版年を掲載して閉じる。 

⚫ …と報告している (佐藤, 2021)。 

⚫ …と報告している (Sato, 2021)。 

② 著者名を（ ）で括らない場合は、著者の姓の後に半角スペースをあけて、半角カッコ

で括った出版年を掲載する。 

⚫ 佐藤 (2021)は、…と報告している。 

⚫ Sato (2021)は、…と報告している。 

 

【著者 2名以内の場合】 

① 著者名を（ ）で括る場合は、カッコの前に半角スペースを入れ、和文の場合は、筆頭

著者の姓と共著者の姓を、半角カンマと半角スペースでつなぎ、半角カンマ、半角スペ

ース、出版年を掲載して閉じる。英文の場合は、筆頭著者の姓と共著者の姓を、前後に

半角スペースをあけて「&」でつなぎ、半角カンマ、半角スペース、出版年を掲載して

閉じる。 
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⚫ …と報告している (佐藤, 鈴木, 2021)。 

⚫ …と報告している (Sato & Suzuki, 2021)。 

② 著者名を（ ）で括らない場合は、和文の場合は、筆頭著者の姓と共著者の姓を、半角

カンマと半角スペースでつなぎ、その後に半角スペースをあけて、半角カッコで括った

出版年を掲載する。英文の場合は、筆頭著者の姓と共著者の姓を、前後に半角スペース

をあけて and でつなぎ、その後に半角スペースをあけて、半角カッコで括った出版年を

掲載する。 

⚫ 佐藤, 鈴木 (2021)は、…と報告している。 

⚫ Sato and Suzuki (2021)は、…と報告している。 

【著者 3名以上の場合】 

 著者 3名以上の場合は、毎回、筆頭著者の姓の後に、和文の場合は「ら」を、英文の場合

は、前後に半角スペースを入れた「et al.」を掲載する。 

① 著者名を（ ）で括る場合は、和文の場合は、筆頭著者の姓の後に、「ら」、半角カンマ、

半角スペース、カッコで括った出版年の順に掲載して閉じる。英文の場合は、筆頭著者

の姓の後に、半角スペースをあけて「et al.」、半角カンマ、半角スペース、カッコで

括った出版年の順に掲載して閉じる。 

⚫ …と報告している (佐藤ら, 2021)。 

⚫ …と報告している (Sato et al., 2021)。 

② 著者名を（ ）で括らない場合は、和文の場合は、筆頭著者の姓の後に、「ら」、半角ス

ペース、半角カッコで括った出版年の順に掲載して閉じる。英文の場合は、筆頭著者の

姓の後に、半角スペースをあけて「et al.」、その後に半角スペースをあけて、半角カ

ッコで括った出版年を掲載する。 

⚫ 佐藤ら (2021)は、…と報告している。 

⚫ Sato et al. (2021) は、…と報告している。 

 

【同姓の著者がいる場合】 

和文の場合は、著者名をフルネームで掲載する。姓と名前の間はスペースを空けない。 

⚫ 佐藤花子 (2021)は、…と報告している。 

英文の場合は、著者の名前のイニシャルを姓の前に掲載する。イニシャルのあとは半角

ピリオドを付け、姓との間は半角スペースをあける。 

⚫ H. Sato (2021) は、…と報告している。 

 

【同一著者のある年に発刊された論文を複数引用する場合】 

年号のあとに、アルファベットの小文字を付記する。 

⚫ 佐藤 (2021a)は、…と報告している。 

⚫ Sato (2021b)は、…と報告している。 

⚫ …と報告している (佐藤, 2021a)。 

⚫ …と報告している (Sato, 2021b)。 

 

【著者が、団体や組織の場合】 

原典に記載されている名称を略さず掲載する。 

⚫ 一般社団法人日本救急看護学会の投稿規程 (2021)には、…と記されている。 

⚫ …と記されている (一般社団法人日本救急看護学会, 2021)。 

 

【著者が明確でないインターネット記事の場合】 
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該当する記事等の URL をカッコで括って掲載する。 

⚫ 一般社団法人日本救急看護学会の投稿規程 (http://jaen.umin.ac.jp/journal/）に

よると…。 

 

【書籍の一部を引用する場合】 

該当する引用箇所のページ番号を、以下のように掲載する。 

⚫ …と述べている (佐藤, 2021,pp.123)。 

 

(2)文献リストの記載例 

① 文献リストは、著者名、発刊年、タイトル、情報源の順に記載する。 

② 文献リストに記載する文献は、出典ごとにぶら下げインデント（1 行目は通常の開始位

置、2行目以降は全角 1～2文字の字下げ）で記載する。 

③ 文献リストは、筆頭著者姓のアルファベット順に並べる。同姓の著者がいる場合は名の

アルファベット順に並べる。 

④ 日本語の論文で、著者自身がローマ字表記をしているものは、その表記に従う。 

⑤ 同一著者による複数の文献は、出版年の昇順に並べる。 

⑥ 著者名は 20名まで記載する。 

和文の場合は、全員の姓名をフルネームで記載する。姓と名の間はスペースをあけな

い。著者名と著者名の間は、半角カンマ＋半角スペースで区切り、ピリオドで終える。

21 名を超える場合は、19名まで記載し . . . の後に、最終著者名を掲載し、ピリオド

で終える。 

⚫ 佐藤花子, 鈴木富士夫, ○○○○, ○○○○, ○○○○, ○○○○, ○○○○, ○

○○○, ○○○○, ○○○○, ○○○○, ○○○○, ○○○○, ○○○○, ○○○

○, ○○○○, ○○○○, ○○○○, ○○○○, . . . ○○○○. 

英文の場合は、著者の姓のあとに、名前のイニシャル＋半角ピリオドの掲載とし、イ

ニシャルが複数ある著者の場合は、イニシャルとイニシャルの間は半角スペースをいれ

る。著者名と著者名の間は、半角カンマ＋半角スペースで区切り、ピリオドで終える。

21 名を超える場合は、19名まで記載し . . . の後に、最終著者名を掲載し、ピリオド

で終える。 

⚫ Sato H., ○○○ A., ○○○ B. B., ○○○ C., ○○○ D. D., ○○○ E., ○○

○ F., ○○○ G., ○○○ H., ○○○ I., ○○○ J., ○○○ K., ○○○ L., ○

○○ M., ○○○ N., ○○○ O., ○○○ P., ○○○ Q., ○○○ R., ○○○ 

S., . . . ○○○○. 

⑦ 著者が団体の場合は、原典に記載されている名称をフルネームで記載する。著者名のな

い出典の場合は、著者位置にタイトルを記載する。 

⑧ DOI(Digital Object Identifier)や URLがあるものは、末尾に記載する。その際に短縮

されたものがあれば、そちらを優先して掲載する。 

⚫ https://doi.org/xxxxx （末尾にピリオドはつけない。検索日の記載は不要。） 

⑨ 情報源ごとの記載方法は以下の通りである。 

 

＊雑誌名、書籍名、報告書名は、斜体で、略誌名ではなく正式名称を掲載する。 

【雑誌の場合】 

著者名 (西暦発行年). 表題. 雑誌名, 巻(号), 開始ページ-終了ページ. 

 

【単行本の場合】 

著者名 (西暦発行年). 書籍名. (pp.開始ページ-終了ページ), 発行元． 

https://doi.org/xxxxx
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【編集本の場合】 

a.全体を引用する場合 

編者名 (編). (西暦発行年). 書籍名. 発行元. 

b.章を引用する場合 

章の著者名. (西暦発行年). 章のタイトル. 編者名 (編). 書籍名 (pp.章の開始ペー

ジ-章の終了ページ). 発行元． 

c.特定ページを引用する場合 

特定ページの著者名 (西暦発行年). 表題. 編者名 (編).書籍名 (pp.開始ページ-終了

ページ). 発行元． 

 

【翻訳本の場合】 

a.全体を引用する場合 

原著者名. (原著西暦発行年／翻訳書西暦発行年). 翻訳者名 (訳). 翻訳書名. 発行

元. 

b.一部を引用する場合 

原著者名. (原著西暦発行年／翻訳書西暦発行年). 翻訳者名 (訳). 翻訳書名 (pp．開

始ページ-章の終了ページ）. 発行元. 

 

【新聞紙の場合】 

  著者名. (西暦発行年.月.日). タイトル. 新聞名. p.ページ番号. 

 

【インターネット、電子文献の場合】 

著者名. (西暦年). 表題. https://doi.org/xxxxx のように DOIもしくは URLを提示。 

日本救急看学会 (2021). 日本救急看護学会投稿規定,  

http://jaen.umin.ac.jp/journal/pdf/rule_contribution_121012.pdf 

 

【学位論文の場合】 

a. 出版されていない論文から引用する場合 

 佐藤花子 (2021). 表題. [非出版博士論文]. 救急大学. 

b. データベースに収載されている論文を引用する場合 

佐藤花子 (2021). 表題. (出版 No. 123456) [博士論文, 救急大学]. データベース名. 

c. データベース以外でオンライン上に公開されている論文を引用する場合 

佐藤花子 (2021). 表題. (出版 No. 123456) [博士論文, 救急大学]. サイト名. 

https://xxxxx.xx.xx/xxx/12345/xxx2021. pdf 

以上 

 

令和 3年 4月 18 日理事会承認 

令和 5年 5月 11 日一部改定 

http://jaen.umin.ac.jp/journal/pdf/rule_contribution_121012.pdf

